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研究分野：人文地理学

地域の産業が、それを取り巻く社会・経済的環境に対応し、どのような「しくみ」
で存続しているのかを探っている。

＜共同研究等＞
構造再編下の水産加工業の現状と課題に関する調査（一般財団法人東京水産振興会、2009・2011年）

「「産産地地」」のの地地理理学学的的研研究究
――  食食べべ物物かからら伝伝統統的的工工芸芸品品ままでで  ――

■■ナナシショョナナルル・・フフーードドシシスステテムム研研究究
日本人がこれからもウナギを食べ続けるには…。

このことは、ニホンウナギが国際自然保護連合か
ら絶滅危惧種に指定され、ワシントン条約の国際取
引規制対象となる可能性も高まるなか、自然科学分
野のみの研究課題ではない。ウナギ食文化を後世に
残すためには、資源管理を徹底したうえで、その先
にある「ウナギ産業」（養殖業・加工業・流通業・
専門料理店業）の存続が不可欠である。目下、業界
団体等と連携し、情報収集・分析に努めている。

■■ロローーカカルル・・フフーードドシシスステテムム研研究究
琵琶湖の幸を食卓へ…。

滋賀県の淡水魚食文化は、閉鎖水域（琵琶湖）の
漁業資源と限定された地場需要、そしてそれらをつ
なぐ地域産業（加工業・流通業）によって成り立っ
ている。こうした地域的フードシステムについて、
これまでに琵琶湖漁業の現状、漁獲物の流通や加工
に携わる「湖魚業者」の実態、琵琶湖産魚介類の地
産地消・広域販売網などを調査し、他地域（茨城県
霞ヶ浦沿岸）との比較もおこなった。

■■地地場場産産業業・・伝伝統統産産業業研研究究
作っても売れない時代を生き残るには…。

日本の地場産業産地は、例えば西陣織などの国指
定伝統的工芸品でさえ、内需の不振という慢性的な
課題を抱え、縮小再編を余儀なくされてきた。しか
し水面下では、新技術の導入や新製品の開発、海外
や産業観光といった新市場への展開といった動きも
見られる。こうした地場産業産地の多様で複合的な
「生き残り戦略」を調査によって観察・整理し、分
析している。

ウナギ養殖場（静岡県浜松市）

ビワマス丼とコアユ佃煮（滋賀県長浜市）

関刃物産地の刃物祭り（岐阜県関市）
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研究分野 ：社会人類学、宗教人類学、地域研究

台湾、インドネシアを中心として、少子化、再生産労働の国際分業化にまつわる家族、
結婚、女性の移動について研究しています。

＜特許・共同研究等の状況＞
科学研究費（基盤研究A）「少子化に揺れる東アジアの父系理念－祖先祭祀実践と世界観の再創造に関する比較研
究」（2018-2022年）研究分担者

科学研究費（基盤研究C）「人の観光にかかる意思決定構造のモデル化とローカル・リビングヘリテージの維持・保全」
（2018-2022年）研究分担者
科学研究費（基盤研究C）「社会関係を開閉する食実践と住に関する文化人類学的研究」（2018-2022年）研究分担者

中中国国系系女女性性移移民民とと子子どどももののデディィアアススポポリリッックク空空間間
のの形形成成ををめめぐぐるる研研究究

■■少少子子高高齢齢化化、、再再生生産産労労働働のの国国際際分分業業化化時時代代のの家家族族とと子子どどもも

台台湾湾、、イインンドドネネシシアア、、香香港港、、ママレレーーシシアアににてて調調査査

   人間の再生産や、性サービス・養育・介護に関わる労働を「再生産労
働」といいます。近年、「再生産労働」は先進諸国と第三世界の間で分業
されるようになっています。先進国・それに準ずる地域では、国際結婚で
配偶者を求めたり、家事・介護に従事する労働者を海外に求めています。

台湾の漢民族は、男子を生み祖先祭祀を継続することが、家族、親族、
宗教、経済と結びつく重要な理念でした。しかし、女性の社会進出が顕著
で、合計特殊出生率は極めて低くなっています。つまり、社会の根本で
あった文化的理念はもはや実行が難しくなっています。

少子高齢化や女性の社会進出と、再生産労働の国際分業化は連動してお
り、台湾でも積極的な対応が見られました。しかし少子化は依然進行中で
す。少子化に際して、文化はどんな対応をするのか、現地調査を行ってい
ます。

■■イインンタターーエエススニニッックク状状況況のの宗宗教教人人類類学学的的研研究究
イインンドドネネシシアア西西カカリリママンンタタンン州州ににてて調調査査

西カリマンタン州シンカワン市は、19世紀中国広東省から鉱山労働者と
したやってきた人々を祖先に持つ中国系住民が多く住む都市です。そして、
Kota Seribu Kelenteng（幾千もの中国寺廟のある町)という異名がつけら
れるほど、宗教施設が多く、民間信仰の盛んな地域です。
当地の信仰は、華人・ダヤック人・ムラユ人という三大エスニックグ

ループの緊張関係を反映しており、錯綜しています。インターエスニック
に形成されている信仰を通じて、当地の世界観・宗教観並びに民族間関係
を歴史的に明らかにしようとしています。

■■人人のの移移動動とと住住空空間間にに関関すするる文文化化人人類類学学的的研研究究
台台湾湾、、中中国国、、イインンドドネネシシアアににてて調調査査

国際結婚家族は、関係性の変化とともに住空間をどのように改変してい
くのか、また観光産業の発達に伴い、伝統的民家はどのように改変させら
れていくのかを研究しています。
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